
　フリーカメラマンの田所正臣さ
ん＝大間＝。東日本大震災の被
災者を愛媛から応援しようと、大
街道商店街などで１０３２人分の
応援メッセージを集めました。
　震災後、自分にも何かできるこ
とはないかと考えた田所さん。「得
意な写真を生かして支援したい」
と、愛媛大学の学生らと一緒に、
商店街での活動を開始しました。
道行く人に、被災者に向けての応
援メッセージを書いてもらい、ス
ケッチブックをその人自身に持っ
てもらって撮影。最初は、ツイッ
ターなどで紹介していました。
　「はじめはこちらから声を掛け
ていましたが、自ら名乗り出てメッ
セージを書いてくれるようになっ
て、２日間で約500人のメッセージ
が集まりました。1000人を超えた
時、何かの形に残したいと思い、
ポスターにすることにしました」
　ポスターは横2.3メートル、縦1.1
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■松前町ホームページアドレス　http://www.town.masaki.ehime.jp/　■携帯電話　http://www.town.masaki.ehime.jp/i/
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昔
な
が
ら
の
日
本
人
の
知
恵

は
、
季
節
に
寄
り
添
っ
て
暮
ら

す
心
と
、
も
て
な
し
の
心
を
教

え
て
く
れ
ま
す
。
家
の
前
に
打

ち
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は
、
我
が
家
を

涼
し
く
す
る
と
と
も
に
、
通
り

を
行
く
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や
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へ
招
い
た
人
へ

の
心
配
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。
ス
イ
ッ
チ
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つ
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快

適
な
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間
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っ
て
し
ま
う

現
代
で
す
が
、
自
然
に
身
を
ゆ

だ
ね
、
自
然
や
人
と
共
生
し
て

い
る
実
感
を
味
わ
い
た
い
で
す

ね
。
自
然
に
感
謝
。
人
と
の
出

会
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に
感
謝
で
す
。 　
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Ｐ
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で
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こ
た
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の
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初
の
決

勝
の
舞
台
、一
度
も
勝
っ
た
こ

と
の
な
い
ア
メ
リ
カ
と
の
試
合
、

１
２
０
分
の
激
闘
の
後
で
の
あ

の
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顔
。「
勝
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」
だ
け
で
な

い
、「
楽
し
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と
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う
ス
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ツ
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を
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Ｐ
Ａ
Ｎ
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よ
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に
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ー
し
て
い
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こ
ろ
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取
材
し
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た
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な
と

思
い
ま
し
た
。　
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会 No. 35

「田所正臣さん」
復興を願って　
1032 人の応援笑顔を被災地へ

㊨カメラマンの田所さん 　㊦「みんなで
がんばろう」「未来を信じて」など励ま
しの言葉が並ぶ応援メッセージ

２

作りませんか？住基カード

平成 24 年 3 月 31 日まで
発行手数料 500 円が無料！

（公的個人認証希望の場合は 500 円必要）

問町民課住民係 ☎ 985-4105

メートル。松山市を通じて被災
地に届けられました。被災地の
人には、「メッセージは全国から
たくさん届くけれど、写真入りは
初めて。笑顔と共に皆さんの想
いが伝わってきました」と喜ば
れました。
　「最初思っていたように、写真
で勇気を与えられてうれしかっ
たです」と微笑む田所さん。カ
メラを通して、被災地にたくさん
の希望を届けました。

田所さんのポスターは、町職員の被災地支援報告とともに９月末まで役場１階ロビーに展示します。


